





































































































































































































































































































うち２つ（ から 、 から
、これら２つの置換は、いず
、「園紅」の と「打木源助
メインに違いが見られ、これ
）はアミノ酸のチャージ
れも の＋チャージが増
」及びコセナダイコンの
もやはり のアミノ酸の
ベクターとプロテオーム解析を用いたダイコンの稔性回復遺伝子のクローニング
図４． コンセン
．上段 ハマダイコンの
．下段枠内 園紅の と打
変異アミノ酸は太字で記さ
サス配列からみた 遺伝
と打木源助、コセナダイコン
木源助、コセナダイコンの
れており、チャージの変化を
子の推定翻訳産物間の変異位
の の比較（ 番目の
の比較（ 番目のアミ
伴う変化は楕円で囲まれてい
置
アミノ酸）。
ノ酸）。
る。
チ
異
の
て
ャージが＋側に変化するもの
なるものの、いずれも と比
ことから、 ドメインに
いるものと推測される。今後
であった。換言すれば、ハマ
べて ドメインのアミノ
おけるアミノ酸のチャージの
、組換え体の利用などを通じ
ダイコンと「園紅」の で
酸のチャージが＋側へ変化し
違いが と の機能的違い
、この仮説を検証したい。
は、位置は
ている。こ
をもたらし
た
こ
本研究を遂行するに当たり
。また、本稿の実験は主とし
こに記して深謝の意を表す。
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